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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済の失速や英国のＥＵ離脱決定の影響を受

け、急速に円高が進行するなど、先行きは依然として不透明感はあるものの、政府による積極的な各種

経済対策により、景気は緩やかな回復基調を持続しております。 

当社グループが属するＩＴ業界は、ＥＣ市場及びインターネット広告市場の拡大を背景としたネット

通販サイトの構築需要やインターネット広告需要が拡大しております。また、クラウドサービス市場の

拡大を背景としたクラウドサービス需要が拡大するなど、企業のＩＴ投資は順調に推移いたしました。 

このような状況の中で、当社グループはＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用したＥ

Ｃソリューション事業の業績拡大に注力したことに加え、当社独自のサービスである「ＳＣクラウド」

の拡大に注力してまいりました。また、優秀な新卒及び中途採用の実施や社員の人材育成に注力するな

ど、将来の業績成長に寄与するための積極的な人材投資を実施してまいりました。 

これらの結果、売上高は30億57百万円（前年同期比9.2％増）、営業利益は２億55百万円（同13.4％減）、

経常利益は２億75百万円（同19.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億78百万円（同35.8％

減）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する説明 

（資産の変動について） 

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は102億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億19百万

円の減少となりました。これは、主に受取手形及び売掛金が６億８百万円減少したこと等によるもので

あります。 

（負債の変動について） 

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は30億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億４百万

円の減少となりました。これは、主に買掛金が３億46百万円減少したこと等によるものであります。 

（純資産の変動について） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は71億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億14百

万円の減少となりました。これは、主にその他有価証券評価差額金が１億44百万円減少したこと等によ

るものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年３月期の業績は、計画どおりに推移しており、平成28年５月９日に発表した業績予想から変

更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

     該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   会計方針の変更 

   （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１

日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しておりま

す。 

これによる損益に与える影響はありません。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

   該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】  

     前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 1,310,062 613,219 876,773 2,800,055 ― 2,800,055 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
375 10,704 44,933 56,013 △56,013 ― 

計 1,310,437 623,923 921,706 2,856,068 △56,013 2,800,055 

セグメント利益 303,559 199,130 6,079 508,769 △166,024 342,744 

（注） １ セグメント利益の調整額△166,024千円は、セグメント間取引30,895千円、その他調整額△17,630千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△179,290千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 
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当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  (単位：千円) 

 報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 

ＥＣソリュー

ション事業 

システムイ

ンテグレー

ション事業 

物品販売 

事業 

売上高       

外部顧客への売上高 1,384,455 720,299 953,121 3,057,876 ― 3,057,876 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
953 18,705 48,024 67,683 △67,683 ― 

計 1,385,408 739,005 1,001,146 3,125,559 △67,683 3,057,876 

セグメント利益 260,294 182,179 9,115 451,589 △175,807 275,782 

（注） １ セグメント利益の調整額△175,807千円は、セグメント間取引22,074千円、その他調整額△31,263千円、

各報告セグメントに配分していない全社費用△166,617千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

     該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 
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